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土山秀夫氏、長崎原爆に関する聞き取り調査 
 


























































うことで、ちょうど僕が入学するより 4、5 年前くらいからですね、全国の旧 7 つの帝国大

















いたのですね、繰り上げのために。それで、卒業試験が 3 分の 1 終わった時点でちょうど




さんのお兄さんが駅員をしてらしたので、無理に頼みこんで、最初は、8 月 9 日の 11 時頃
の切符が手に入ったということだったんです。ところが追っかけるようにしてもうひとつ
早い汽車の切符が入ったというので、それが 7 時ちょっと前ですね。だからもし 11 時頃の
汽車で行っていれば、僕はこの世にいなかったと思いますね。だからそこでもひとつ命を



























































































































































ら、大分経ってから WHO［世界保健機構；World Health Organization（WHO）］が、原
爆に関して検討を、何とかして被害から防護する、保護する方法はないか、ちょうど国民


























































ルくらいでしょう。爆心地は 440 メートルですよ、秒速。1 キロ離れて秒速 160 メートル。








































































































































































































































































































ですね。そして他の旧七帝大あとの 5 医科大学の付属医専に 1 年落ちて行け、という事な
のですね。非常に屈辱的なことなのですけれどもね。そうすると、非常に矛盾を感じたの
は僕らの学年なのですね。僕らの学年は、お話ししましたように 3 年生の卒業試験が 3 分

















































質問者：では、長崎高校に入学したのが 1948 年になるのですか。 
土山：そうですね。 
質問者：1947 年の 4 月… 
質問者：先生、自作年譜がありますが… 
土山：5 月ですね、1947 年の 5 月。 
質問者：1947 年の 5 月に入って… 
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土山：それで僕の場合はですね、本来卒業しているところを、加味して 1 学年でよいと。 
質問者：1 年だけで、はい。 
















































































すからね。結局、ドクターは 6 名くらい、全部で 50 何名ちょっとでですね、手分けして、
結局頑張りましてね。やはりまだその頃は戦争中のがんばりますっていうあれがあったか


























土山：調査は、10 月の 29 日からですね… 
質問者：10 月の 29 日。 
土山：はい。29 日から、終わったのが 11 月の 18 日だったと思うのですけれども。はい、
までですね。 
質問者：10 日…、1 カ月ですね。 
土山：29 日からですから、ほとんどまだ 20 日くらい。 
質問者：20 日間。 

























































































































































質問者：ワシントンの ABCC の中にもあってですね… 
土山：向こうの方がかえって残しているかもしれませんね。ただ、先ほどのね、その、こ
と静かな噂は、もしそうだとすれば非常に話は合うのですよね。 
質問者：そうですよね。 
土山：だからね、ちょっと、そんなことが本物だったら学者の方がカンカンに怒って…医
師会が非難の矢面に立たされると… 
質問者：そんなことじゃすみませんよね、そうだったら。 
土山：しかし、確かに医学的水準はものすごい差でしたからね、当時はね。日本側は… 
質問者：それにしても相当政治力がある日本人、医師側の日本人がアメリカとこっそりそ
ういうことをやったということですよね。 
土山：噂が本当ならば、というわけですよね。 
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質問者：特に医師会が協力してくれるというのは、ABCC にとったら大変大きいことだと。 
質問者：ええ、広島はどちらかというと… 
土山：あまりしっくりいっていなかったみたいですね。 
質問者：ええ。 
質問者：伝統の重みじゃないでしょうか。 
質問者：蘭学からの … 
土山：まあもともとは、特にうちの教室の場合は、うちの教室が先にしていたことなので
すね。だから、向こうが割り込んで来た方なのですよ。だから、当然それは平等で。向こ
うもこちらに提供するというのが当たり前といえば当たり前なのですよね。 
質問者：その、子供の解剖をやっていらっしゃったという、その人的影響のことをやって
いらっしゃった先生は…？ 
土山：もう亡くなられました。林教授という方ですよね。 
質問者：林、何という教授でしたか？ 
土山：一郎です。だから、当時は胎児、新生児の奇形の論文がたくさんあります。 
質問者：そうすると、レビューをお互いに、ABCC にも送るし、ABCC の資料も恐らく全
部ではないけれども長崎にも関係して、研究を一緒に進めていというようなことも… 
 
(中略) 
 
複数：今日は本当に長時間にわたってどうもありがとうございました。 
 
（終了） 
－	141	－
